
第６回大阪府高等学校総合学科教育研究大会で本校生がＥＳＤ活動について発表しました。 

 

１１月８日（火）、大阪府教育センター大ホールにて、第６回大阪府高等学校総合学科教育研究大会が盛

大に開催され、本校からは、２年生２名と１年生４名が参加し、この夏に体験した、オーストラリア国際交

流研修、ユネスコ学びの交流会、観光甲子園など、本校ＥＳＤ（持続発展教育）活動について堂々と発表し、

パネル展示も行いました。 

この大会は、総合学科高校の生徒たちが、日ごろの様々な体験や特色ある学習を通じて得られた成果をと

りまとめ、それらを発表する（プレゼンテーションする）ことにより、学びをより深めていくものです。ま

た、総合学科高校の魅力を大きく発信する絶好の機会となっています。 

今大会のテーマ「希望を胸に」は、東日本大震災などの災害に立ち向かい、復興の礎となる元気や活力を

総合学科高校から発信していくものです。各校の代表生徒の発表は、自分たちの思いと元気をしっかりと聴

衆に伝えることができ、見ごたえの・聴きごたえのあるものばかりでした。 

また、アトラクションとして、八尾北高校の中国帰国生徒などによる中国獅子舞、扇町総合高校の吹奏楽

が披露されるなど、とても楽しく充実した時を過ごすことができました。（校長） 

パワーポイントを使った本校ＥＳＤ活動の発表 発表中の本校生たち 

八尾北高校の中国獅子舞 
扇町総合高校の吹奏楽演奏 


